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【手続補正書】
【提出日】平成29年8月8日(2017.8.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ダイ上で複数のデバイスを作製するための方法であって、
　第１のプロセスを用いて、第１のゲート長とコンタクトポリシリコンピッチ（ＣＰＰ）
とを有する、複数の第１のゲートを作成するために第１の領域をパターニングするステッ
プであって、前記ＣＰＰが単一パターンリソグラフィ限界よりも小さい、パターニングす
るステップと、
　セルスワッププロセスによって前記第１の領域をパターニングするステップと、その後
、
　前記複数の第１のゲートのいくつかの代わりに配置された一組の第２のゲートを作製す
るステップであって、前記第２の一組のゲートは第２のゲート長及び前記ＣＰＰを有し、
前記セルスワッププロセスは前記第１のプロセスとは異なり、前記第２のゲート長は前記
第１のゲート長と異なる、方法。
【請求項２】
　前記第１のプロセスが自己整合ダブルパターニング（ＳＡＤＰ）プロセスである、請求
項１に記載の方法。
【請求項３】
　第２のプロセスがリソエッチリソエッチ（ＬＥＬＥ）プロセスである、請求項２に記載
の方法。
【請求項４】
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　前記セルスワッププロセスが、前記第１のプロセスによって形成されるゲート間で実行
される第２のリソグラフィプロセスである、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記複数のデバイスが、モバイル電話、セットトップボックス、音楽プレーヤ、ビデオ
プレーヤ、エンターテインメントユニット、ナビゲーションデバイス、コンピュータ、ハ
ンドヘルドパーソナル通信システム（ＰＣＳ）ユニット、ポータブルデータユニット、お
よび／または固定位置データユニットに組み込まれる、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　第１の領域内に第１のゲート長とコンタクトポリシリコンピッチ（ＣＰＰ）とを有する
、複数の第１のゲート長デバイスであって、前記ＣＰＰが単一パターンリソグラフィ限界
よりも小さい、複数の第１のゲート長デバイスと、
　前記第１の領域内の前記複数の第１のゲート長デバイスのいくつかの代わりに配置され
た一組の第２のゲート長デバイスであって、前記一組の第２のゲート長デバイスは第２の
ゲート長及び前記ＣＰＰを有し、前記第２のゲート長が前記第１のゲート長とは異なる、
一組の第２のゲート長デバイスと
　を有する、装置。
【請求項７】
　前記複数の第１のゲート長デバイスが、前記一組の第２のゲート長デバイスよりも均一
な限界寸法均一性を有する、請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　第３のゲート長を有する第３のゲート長デバイスをさらに含む、請求項６に記載の装置
。
【請求項９】
　モバイル電話、セットトップボックス、音楽プレーヤ、ビデオプレーヤ、エンターテイ
ンメントユニット、ナビゲーションデバイス、コンピュータ、ハンドヘルドパーソナル通
信システム（ＰＣＳ）ユニット、ポータブルデータユニット、および／または固定位置デ
ータユニットに組み込まれる、請求項６に記載の装置。
【請求項１０】
　ダイ上で複数のデバイスを作製するための方法であって、
　第１のプロセスを用いて、第１のゲート長とコンタクトポリシリコンピッチ（ＣＰＰ）
とを有する、複数の第１のゲートを作成するために第１の領域をパターニングするステッ
プであって、前記ＣＰＰが単一パターンリソグラフィ限界よりも小さい、パターニングす
るステップと、
　セルスワッププロセスによって前記第１の領域をパターニングするステップと、その後
、
　前記複数の第１のゲートのいくつかの代わりに配置された一組の第２のゲートを作製す
るステップであって、前記第２の一組のゲートは第２のゲート長及び前記ＣＰＰを有し、
前記セルスワッププロセスは前記第１のプロセスとは異なり、前記第２のゲート長は前記
第１のゲート長と異なる、方法。
【請求項１１】
　前記複数のデバイスが、モバイル電話、セットトップボックス、音楽プレーヤ、ビデオ
プレーヤ、エンターテインメントユニット、ナビゲーションデバイス、コンピュータ、ハ
ンドヘルドパーソナル通信システム（ＰＣＳ）ユニット、ポータブルデータユニット、お
よび／または固定位置データユニットに組み込まれる、請求項１０に記載の方法。
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